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ヤングケアラーとは、病気や障がいのある親や祖父母、年下のき

ょうだいなどの介護や世話を日常的にしている 18 歳未満の子ど

ものことです。家族の中に、サポートや介護、見守りを必要とす

る人がいて、それを支える大人がいない時には、子どもであって

もその役割を引き受けて、家族の世話をする状況になるのです。 

そのために、学校に行けなかったり、学習に遅れが出たり、進学

や就職を諦めたりするケースもあり、実態の把握と支援が急がれ

ています。 

国の中高生対象の全国調査では、中学生のおよそ 17人に 1人、

高校生のおよそ 24人に 1人が「世話をする家族がいる」と回答し

ています。本人や周りの人がヤングケアラーに気づき、子どもら

しい生活と学習を保障し、将来の夢に向かって進めるように、周

囲の理解と支援が必要です。家族だけの問題ではなく、社会で支

えるように取り組む課題ではないでしょうか。  

今回は 

１、ヤングケアラーの問題をどのように考えているのか 

２、町の実態把握は 

３、ヤングケアラーの周知について 質問しました。                                                  

新型コロナウイルスの感染が、さらに広がっており重症化が心

配される毎日ですこのような事態でも図書館の利用ができるよ

うに電子図書館の運用が４月から始まりました。 

電子図書館をもっと広く知ってもらい、もっと利用してもらう

ために町の取り組みと今後の計画について質問しました。 

令和 2年度の決算は認定しました 

町長：岡垣町では、要保護児童対策地域協議会である岡垣町児童

家庭支援ネットワークを中心に、福祉課などの関係部署に加え、

小中学校や児童相談所、民生児童委員などの機関と連携して実態

の把握を行っています。特に、本年度より小中学校から定期的に

ヤングケアラーについて報告が行われていますが 、今のところ学

校からの報告事例や児童家庭支援ネットワークや関係機関で相談

対応支援を行うなどの事例はありません。 

教育長：教育委員会では、ヤングケアラーに関する知識が教員に

なければ、その存在に気づくことができないと考えており、まず

は教員に対して周知を行っていきます。本年５月には、福岡県教

育委員会が生徒指導担当教員を対象に研修を行っており、今後は、

オンライン研修や派遣研修を通じて教員一人ひとりの知識が深ま

るよう指導していきます。 

これまでも、教員はヤングケアラーのことに限らず、常に子ど

もたちに寄り添い、わずかな変化や抱える悩みを見過ごすことが 

ないように努めています。その中で支援が必要な子どもがいた場

合には、関係機関へつなぐということを教員一人ひとりが徹底し

ています。教育委員会では、今後も学校と連携して児童生徒の見

守りを継続していくとともに、支援が必要な児童生徒がいた場合

には、速やかに子育てあんしん課や福祉課など町の関係部署につ

なげていきます。 

 

 不要不急の外出自粛が始まってからおよそ 1 年半がたと

うとしています。昨年に引き続き小学生のスポーツ活動の場

が失われています。最後の夏となる小学 6年生は「コロナな

ので仕方がない」と我慢しながらも、やるせない思いを募ら

せています。練習をするのか、しないのかを巡る判断が分か

れる理由はさまざまだと思います。新型コロナ感染状況に左

右されるのに加え、公共施設や学校施設の閉鎖により練習場

所が利用できない事も大きな理由だと思います。 

児童・生徒の校庭や屋外をメインにしたスポーツ活動は、

換気の必要もなく、指導員等の接触する大人も特定されま

す。感染対策の徹底をしながら、柔軟に対応してもらいたい

ものです。 

 

子どもの気持ちをいちばんに！ 


